
東京学芸大学発表会 

12 月 22 日に東京学芸大学で開催された「探究の共創 in Winter 2024」に生徒 4 名が参加しました。柏原は 3

年続けての参加となります。様々なテーマに取り組む高校生たちが日本各地より集まり、自らの探究について熱

く語り合う一日となりました。 

 ポスター発表形式では、参加者一人ひとりが自身の研究内容や進捗状況を説明し、他の参加者や大学の先生方

から質問やアドバイスを受けていました。発表内容は多岐にわたり、地域課題の解決を目指したもの、歴史や文

化を深く掘り下げたもの、科学的な実験や調査に基づいたものなど、高校生ならではの視点と熱意が感じられる

ものばかりでした。ワークショップでは、学びの当事者である高校生がメインとなり、「どうありたいか」を共有

する中で高校における『探究』の姿について考えました。 

 このイベントを通して、「探究」は他者との対話を通して相互に学びを深め、新たな価値を創造していくプロセ

スであることを改めて認識しました。参加した生徒らにとっても、他校の生徒や先生方との交流の中で得た異な

る視点からの質問や意見は、新たな気づきを与えてくれ、今後の活動を進める上でのヒントをたくさん得ること

ができたようです。 

 

 

 


